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研究成果の概要（和文）：研究成果の概要（和文）：佐渡島小木半島に分布する中新世海底火山の地層の研究か
ら，火口から離れて斜面を流れ下って形成される'jumbled sheet flow'の存在と枕状溶岩の累進的な定置過程を
明らかにし，それらを基に海底火山活動の様子を復元した。また，比較により，火山活動の特徴は東太平洋中央
海嶺で観測されている溶岩流とよく似ていることが明らかとなった。これらの研究成果を基にした学習内容を作
成した。また，日本海東縁部の津波堆積物，火山泥流，海底火山の地滑り堆積物についての研究を基に，地震災
害，火山災害についての学習内容を作成した。

研究成果の概要（英文）：Geological study of the Miocene submarine volcano exposed at the Ogi 
Peninsula, Sado island, Japan, has revealed the emplacement of jumbled sheet flows and pillow lava 
flows on a flank of flat submarine volcano, and enabled reconstruction of the volcanic activities.  
The lava flows resemble those formed at the Mid-Ocean Ridges. Teaching contents about this ancient 
submarine volcano were provided.  The contents of disaster science were also suggested from the 
study of Tsunami deposits at the eastern margin of Japan Sea and from that of the volcanic mudflow 
(lahar) and slump deposits underwater environments.

研究分野：地質学,　地学教育

キーワード： 地学教育　海底火山　海底溶岩流　火山噴火　地震津波　海底地滑り　ピクライト　小木半島
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様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

佐渡島小木半島は，日本海東縁ひずみ集中帯

の断層運動によって上昇•陸化し，複数の段

丘地形を形成している．また江戸時代の小木

地震（1802 年）により離水した隆起海食台が

広く地層を露出させている．研究代表者の藤

林は，これまで小木半島に分布する小木玄武

岩の地質調査を行い，約 1400 万年前の日本

海で形成された枕状溶岩とそれを覆う火山

砕屑岩からなる平坦な古海底火山を示した

(Fujibayashi et al., 2014)．このような古

海底火山の地層から，粘性の小さい玄武岩質

マグマの噴火について学ぶことは，地質素材

に恵まれた地域のメリットである．マグマや

火山噴火についての良い学習素材となる（藤

林ほか, 2010; 藤林, 2011）．また，2011 年

の東北日本太平洋沖地震の地震•津波被害，

近年頻発している集中豪雨にともなう地盤

災害等により，我々は身近な地域の自然災害

を知ることが重要だという教訓を得ている．

地域の災害科学的特徴を学習する内容を専

門的立場から作成することは，喫緊の課題で

ある． 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は，日本海形成期の中新世海底

火山を用いて理科教育および災害科学教育

の内容を作成することである．佐渡島小木半

島に分布する約1400万年前の古海底火山（小

木玄武岩）が，繰り返しの断層運動によって

上昇•陸化した．地層から古海底火山の三次

元構造を観察・学習できる絶好の場所である

と同時に，大地の変動を実感できる点で災害

科学教育にも適した場所である．本研究では，

小•中学校の教員や理科教育専修の大学生が，

このような地域素材を活用し「大地の変動」

と「火成岩のつくり」の学習指導をできる内

容を作成することを目指した． 

 

３．研究の方法 

(1) まず，佐渡島小木半島の隆起海食台に広

く露出する中新世海底火山の調査を行い，火

山噴火の特徴を明確にした．その上で，オー

ストラリアタスマニア島の第三紀ホットス

ポットの火山の地層を観察し，比較資料を収

集した．中央海嶺の溶岩については最新の文

献資料を収集し，共通点や相違点を比較した． 

(2)枕状溶岩及びピクライト質玄武岩の岩石

薄片を作成し，斑晶の組成像を作成して結晶

作用を視覚化することを試みた． 

(3) 地震災害については，特に津波による災

害に焦点を当て，日本海東縁部の津波堆積物

についてレビューを行った． 

(4) 現世の火山や海底地滑り堆積物の研究

から，火山泥流や海底地滑りの発生，定置過

程についての概念化を試みた． 

 

４．研究成果 

(1) 中央海嶺の研究により，中〜高速拡大海

嶺には溶岩平原を作るような平坦な溶岩流

が特徴的で，噴火の後期には，その上に，割

れ目火口に沿って枕状溶岩の小高い丘や嶺

が形成されること，中軸谷からほぼ垂直に側

方へと広がる溶岩デルタを作る場合がある

ことなどが明らかになっている（Smith et 

al., 1995; Perfit & Chadwick, 1998; 

McClinton & White, 2015）．佐渡島小木半島

に露出する玄武岩〜玄武岩質安山岩の海底

溶岩の内部構造の地質学的調査をしたとこ

ろ，中央海嶺で発見された jumbled sheet 

flows（Ballard & Moore, 1977）に類似する

溶岩や，マシブな溶岩から枕状溶岩に変化す

る溶岩が露出していることがわかってきた

（藤林, 2017; Fujibayashi et al., 2014）．

これらの溶岩はいずれも，溶岩の先端でピロ

ーを形成し，溶岩の流量が増加するとそれを

乗り越えた溶岩が流れ下る過程を繰り返し

ている(図 1, 2）．溶岩の流速が早い場合には

（>3000 m3/s; Griffiths & Fink, 1992），固

結した表面の変形と角礫化が起きるため
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